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(57)【要約】
  細長い本体を備える金属切削用のねじ切り穿孔工具で 
あって、細長い本体が、前端（１）から軸方向後方に延 
在する切削セクション（４）を備える、ねじ切り穿孔工 
具。切削セクション（４）は、軸方向に延在するチップ 
フルート（５）と、軸方向に延在するランド（６）と、 
複数の軸方向に離間した歯（８）と、を備え、複数の歯 
の各歯（８）は、チップフルート（５）からランド（６ 
）にわたって延在する。複数の歯の各歯は、軸方向前方 
に面する前面フランク（１０）および軸方向後方に面す 
る背面フランク（１１）のうちの少なくとも一方と、半 
径方向外側に面する山頂（１２）であって、山頂（１２ 
）が、前面フランク（１０）および背面フランク（１１ 
）のうちの少なくとも一方の各々に接続する、半径方向 
外側に面する山頂（１２）と、少なくとも１つの切れ刃 
（１４、１５、１６）と、を備える。複数の歯の切れ刃 
は、山頂切れ刃（１４）のセットを含み、各山頂切れ刃 
（１４）は、複数の歯のそれぞれの１つの歯（８）の山 
頂（１２）とチップフルート（５）との交差部によって 
形成されている。複数の歯の切れ刃は、前面仕上げ刃（ 
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 細 長 い 本 体 を 備 え る 金 属 切 削 用 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 本 体 が 、
　 前 端 （ １ ） と 、 後 端 （ ２ ） と 、 前 記 前 端 （ １ ） か ら 前 記 後 端 （ ２ ） ま で 延 在 す る 中 心 長  
手 方 向 軸 線 （ ３ ） と 、 を 有 し 、
　 前 記 中 心 長 手 方 向 軸 線 （ ３ ） を 中 心 と し て 回 転 方 向 （ ７ ） に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て お り  
、 か つ
　 前 記 前 端 （ １ ） か ら 軸 方 向 後 方 に 延 在 す る 切 削 セ ク シ ョ ン （ ４ ） を 備 え 、
　 前 記 切 削 セ ク シ ョ ン （ ４ ） が 、
　 　 軸 方 向 に 延 在 す る チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） 、
　 　 回 転 の 方 向 （ ７ ） に お い て 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） に 接 続 し 、 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト  
（ ５ ） に 後 続 す る 、 軸 方 向 に 延 在 す る ラ ン ド （ ６ ） 、
　 　 複 数 の 軸 方 向 に 離 間 し た 歯 （ ８ ） 、
　 を 備 え 、 前 記 複 数 の 歯 の 各 歯 （ ８ ） が 、 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） か ら 前 記 ラ ン ド （ ６  
） に わ た っ て 延 在 し 、 か つ
　 　 軸 方 向 前 方 に 面 す る 前 面 フ ラ ン ク （ １ ０ ） お よ び 軸 方 向 後 方 に 面 す る 背 面 フ ラ ン ク （  
１ １ ） の う ち の 少 な く と も 一 方 と 、
　 　 半 径 方 向 外 側 に 面 す る 山 頂 （ １ ２ ） で あ っ て 、 前 記 山 頂 （ １ ２ ） が 、 前 記 前 面 フ ラ ン  
ク （ １ ０ ） お よ び 前 記 背 面 フ ラ ン ク （ １ １ ） の う ち の 前 記 少 な く と も 一 方 の 各 々 に 接 続 す  
る 、 半 径 方 向 外 側 に 面 す る 山 頂 （ １ ２ ） と 、
　 　 少 な く と も １ つ の 切 れ 刃 （ １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ ） と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 歯 の 前 記 切 れ 刃 が 、 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） の セ ッ ト を 含 み 、 各 山 頂 切 れ 刃 （ １  
４ ） が 、 前 記 複 数 の 歯 の そ れ ぞ れ の １ つ の 歯 （ ８ ） の 前 記 山 頂 （ １ ２ ） と 前 記 チ ッ プ フ ル  
ー ト （ ５ ） と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 、
　 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 に お い て 、
　 前 記 複 数 の 歯 の 前 記 切 れ 刃 が 、 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５ ） の セ ッ ト を 含 み 、 各 前 面 仕 上 げ 刃  
（ １ ５ ） が 、 前 記 複 数 の 歯 の そ れ ぞ れ の １ つ の 歯 （ ８ ） の 前 記 前 面 フ ラ ン ク （ １ ０ ） と 前  
記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の 歯 の 前 記 切 れ 刃 が 、 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） の セ ッ ト を 含 み 、 各 背 面 仕 上 げ 刃  
（ １ ６ ） が 、 前 記 複 数 の 歯 の そ れ ぞ れ の １ つ の 歯 （ ８ ） の 前 記 背 面 フ ラ ン ク （ １ １ ） と 前  
記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 複 数 の 歯 の う ち の 最 も 前 方 の 歯 （ ９ ） が 、 第 １ の 単 一 の 切 れ 刃 を 備 え 、 前 記 第 １ の  
単 一 の 切 れ 刃 が 、 前 記 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト の 前 記 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） の う ち の １ つ で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 、
　 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 が 、 半 径 方 向 切 込 み 深 さ に 合 わ せ て 構 成 さ れ て お り 、 前 記 各 山 頂  
切 れ 刃 （ １ ４ ） の 半 径 方 向 内 側 延 在 部 が 、 最 大 で も 前 記 半 径 方 向 切 込 み 深 さ で あ る 、 請 求  
項 １ に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） は 、 前 記 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） か ら 回 転 中 心 軸 線 （ ３ ） ま で の  
半 径 方 向 距 離 が 前 記 各 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） に 沿 っ て 軸 方 向 後 方 に 増 加 す る よ う に 傾 斜 し て  
い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 歯 の う ち の 次 の ２ 番 目 の 前 方 の 歯 （ １ ７ ） が 、 第 ２ の 単 一 の 切 れ 刃 を 備 え 、  
前 記 第 ２ の 単 一 の 切 れ 刃 が 、 前 記 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト の 前 記 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） の う ち の  
別 の １ つ で あ る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト が 、 最 大 で ５ つ 、 好 ま し く は 最 大 で ３ つ の 山 頂 切 れ 刃 を 備 え る  
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、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５ ） お よ び 前 記 各 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） が 、 最 大 半 径 方 向 切 込  
み 深 さ の １ ５ ～ ７ ０ ％ 、 好 ま し く は ３ ０ ～ ３ ５ ％ の 最 大 仕 上 げ 切 込 み 深 さ に 合 わ せ て 構 成  
さ れ て い る 、 請 求 項 ２ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５ ） の セ ッ ト お よ び 前 記 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） の セ ッ ト が 、 前 記  
山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） の セ ッ ト の 軸 方 向 後 方 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の 歯 の 各 ２ つ の 軸 方 向 に 連 続 す る 歯 間 で 軸 方 向 に 、 谷 底 面 が 、 前 記 各 ２ つ の 軸  
方 向 に 連 続 す る 歯 の う ち の 軸 方 向 前 方 の 歯 の 前 記 背 面 フ ラ ン ク （ １ １ ） を 、 前 記 各 ２ つ の  
軸 方 向 に 連 続 す る 歯 の う ち の 軸 方 向 後 方 の 歯 の 前 記 前 面 フ ラ ン ク （ １ ９ ） に 接 続 し 、
　 第 １ の 谷 底 面 （ ２ ２ ） に よ っ て 接 続 さ れ た 前 記 背 面 フ ラ ン ク （ １ １ ） お よ び 前 記 前 面 フ  
ラ ン ク （ １ ０ ） の う ち の 少 な く と も 一 方 が 、 前 記 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 背  
面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） ま た は 前 記 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５  
） を 備 え 、
　 第 ２ の 谷 底 面 （ ２ ３ ） に よ っ て 接 続 さ れ た 前 記 背 面 フ ラ ン ク （ １ １ ） お よ び 前 記 前 面 フ  
ラ ン ク （ １ ０ ） の 両 方 が 、 前 記 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６  
） お よ び 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５ ） を 欠 い て お り 、
　 各 第 １ の 谷 底 面 （ ２ ２ ） の 谷 底 半 径 方 向 距 離 （ ２ ４ ） が 、 各 第 ２ の 谷 底 面 （ ２ ３ ） の 谷  
底 半 径 方 向 距 離 （ ２ ５ ） よ り も 大 き い 、
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 歯 が 、 第 １ の 歯 お よ び 第 ２ の 歯 を 含 み 、 前 記 第 ２ の 歯 が 、 前 記 第 １ の 歯 の す  
ぐ 軸 方 向 後 方 に 位 置 し 、
　 前 記 第 １ の 歯 が 、 前 記 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） を 備  
え 、
　 前 記 第 ２ の 歯 が 、 前 記 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５ ） を 備  
え る 、
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト が 、 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 （ １ ５ ） を 含 み 、 前 記 背 面 仕 上 げ 刃  
の セ ッ ト が 、 単 一 の 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 複 数 の 歯 の う ち の 少 な く と も １ つ の 歯 が 、 ２ つ の 切 れ 刃 を 備 え 、 前 記 ２ つ の 切 れ 刃  
が 、 前 記 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） お よ び 前 記 背 面 仕 上 げ 刃  
の セ ッ ト の う ち の １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 （ １ ６ ） か ら な る 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か 一  
項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 各 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） に 隣 接 し て 、 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） が 、 山 頂 す く い 面 （ ２ ６  
） を 備 え 、 少 な く と も 各 山 頂 す く い 面 （ ２ ６ ） が 、 １ ２ ° 未 満 、 好 ま し く は ２ ～ ４ ° の 山  
頂 す く い 角 α を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） が 、 前 記 中 心 長 手 方 向 軸 線 と 平 行 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項  
１ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） の 一 部 、 前 記 ラ ン ド （ ６ ） の 一 部 、 お よ び 前 記 複 数 の 歯 の う  
ち の 少 な く と も ２ つ の 歯 （ ８ ） の 一 部 が 、 交 換 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト （ ３ ０ ） 上 に 位 置 し  
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、 前 記 少 な く と も ２ つ の 歯 の 前 記 一 部 が 、 セ ッ ト さ れ た 山 頂 切 れ 刃 の う ち の 少 な く と も １  
つ の 山 頂 切 れ 刃 （ １ ４ ） と 、 前 記 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の 少 な く と も １ つ の 背 面 仕  
上 げ 刃 （ １ ６ ） と 、 前 記 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の 少 な く と も １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 （  
１ ５ ） と 、 を 備 え る 、 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ね じ 切 り 工 具 が 、 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ） の う ち の 少 な く と も ２ つ と 、 前 記 ラ ン  
ド （ ６ ） の う ち の 少 な く と も ２ つ と 、 を 備 え 、 す べ て の 前 記 少 な く と も ２ つ の ラ ン ド （ ６  
） の 前 記 複 数 の 歯 （ ８ ） が 、 前 記 回 転 方 向 （ ７ ） に 整 列 し て 、 前 記 チ ッ プ フ ル ー ト （ ５ ）  
に よ っ て 中 断 さ れ た 螺 旋 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ か ら １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ね じ 切 り  
穿 孔 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 切 削 用 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば ね じ 接 続 な ど 、 雌 ね じ を 有 す る １ つ の 要 素 お よ び 雄 ね じ を 有 す る １ つ の 要 素 の 形  
態 の 協 働 要 素 を 備 え る 金 属 部 品 が 、 多 く の 様 々 な 分 野 で 使 用 さ れ て い る 。 そ の 結 果 と し て  
、 金 属 ワ ー ク ピ ー ス に 雌 ね じ を 設 け る た め の 様 々 な 異 な る 切 削 工 具 、 特 に 、 ね じ 切 り タ ッ  
プ が 開 発 さ れ て い る 。 そ の よ う な タ ッ プ に は 、 従 来 、 細 長 体 の 回 転 軸 線 に 沿 っ て 螺 旋 を 形  
成 す る ね じ 山 が 設 け ら れ て い る 。 ね じ 山 は 、 螺 旋 ね じ 山 が 各 チ ッ プ フ ル ー ト と の 各 交 差 部  
に い く つ か の 切 れ 刃 を 提 示 す る よ う に 、 軸 方 向 に 延 在 す る チ ッ プ フ ル ー ト に よ っ て 中 断 さ  
れ て い る 。 中 断 さ れ た 螺 旋 ね じ 山 に 沿 っ た 連 続 す る 切 れ 刃 は 、 典 型 的 に は 、 軸 方 向 後 方 に  
位 置 す る ほ ど 、 さ ら に 半 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 雌 ね じ を 有 す る 金 属 ワ ー ク ピ ー ス を 提 供 す る た め の 既 知 の プ ロ セ ス は 、 最 初 に 従 来 の 穿  
孔 工 具 を 用 い て ワ ー ク ピ ー ス に 穴 を 予 め 穿 孔 す る こ と で あ る 。 そ の 後 、 ね じ 切 り タ ッ プ が  
予 め 穿 孔 さ れ た 穴 に 挿 入 さ れ る 。 次 い で 、 ね じ 切 り タ ッ プ が 回 転 さ せ ら れ 、 軸 方 向 前 方 に  
押 さ れ 、 切 れ 刃 が 予 め 穿 孔 さ れ た 穴 の 内 面 か ら 材 料 を 除 去 す る 。 そ の 結 果 、 中 断 さ れ た 螺  
旋 ね じ 山 に 沿 っ た 連 続 す る 歯 が 内 面 に さ ら に 先 へ 先 へ と 切 り 込 み 、 そ れ に よ っ て 雌 ね じ が  
徐 々 に 切 削 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 先 行 技 術 の ね じ 切 り タ ッ プ の 問 題 は 、 い く つ か の 用 途 で は 、 製 造 さ れ た 雌 ね じ の フ ラ ン  
ク の 表 面 仕 上 げ が 不 十 分 で あ り 得 る こ と で あ る 。 例 え ば 、 粗 い 表 面 は 、 ね じ 山 が 動 的 な 力  
を 受 け た と き に 亀 裂 の 形 成 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 先 行 技 術 の 欠 点 を 軽 減 し 、 そ れ を 用 い る こ と に よ っ て 切 削 さ れ た ね じ  
山 フ ラ ン ク の 表 面 仕 上 げ を 改 善 す る 金 属 切 削 用 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 を 提 供 す る こ と で あ る  
。 こ の 目 的 は 、 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 に よ っ て 達 成 さ れ る  
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 細 長 い 本 体 を 備 え る 金 属 切 削 用 の ね じ 切 り 穿 孔 工 具 で あ っ て 、 細 長 い 本 体 が  
、
　 前 端 と 、 後 端 と 、 前 端 か ら 後 端 ま で 延 在 す る 中 心 長 手 方 向 軸 線 と 、 を 有 し 、
　 中 心 長 手 方 向 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 方 向 に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 か つ
　 前 端 か ら 軸 方 向 後 方 に 延 在 す る 切 削 セ ク シ ョ ン を 備 え 、
　 切 削 セ ク シ ョ ン が 、
　 　 軸 方 向 に 延 在 す る チ ッ プ フ ル ー ト 、
　 　 回 転 の 方 向 に お い て チ ッ プ フ ル ー ト に 接 続 し 、 チ ッ プ フ ル ー ト に 後 続 す る 、 軸 方 向 に  
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延 在 す る ラ ン ド 、
　 　 複 数 の 軸 方 向 に 離 間 し た 歯 、
　 を 備 え 、 複 数 の 歯 の 各 歯 が 、 チ ッ プ フ ル ー ト か ら ラ ン ド に わ た っ て 延 在 し 、 か つ
　 　 軸 方 向 前 方 に 面 す る 前 面 フ ラ ン ク お よ び 軸 方 向 後 方 に 面 す る 背 面 フ ラ ン ク の う ち の 少  
な く と も 一 方 と 、
　 　 半 径 方 向 外 側 に 面 す る 山 頂 で あ っ て 、 山 頂 が 、 前 面 フ ラ ン ク お よ び 背 面 フ ラ ン ク の う  
ち の 少 な く と も 一 方 の 各 々 に 接 続 す る 、 半 径 方 向 外 側 に 面 す る 山 頂 と 、
　 　 少 な く と も １ つ の 切 れ 刃 と 、
　 を 備 え 、
　 複 数 の 歯 の 切 れ 刃 が 、 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト を 含 み 、 各 山 頂 切 れ 刃 が 、 複 数 の 歯 の そ れ ぞ  
れ の １ つ の 歯 の 山 頂 と チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 複 数 の 歯 の 切 れ 刃 が 、 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト を 含 み 、 各 前 面 仕 上 げ 刃 が 、 複 数 の 歯 の そ  
れ ぞ れ の １ つ の 歯 の 前 面 フ ラ ン ク と チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 複 数 の 歯 の 切 れ 刃 が 、 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト を 含 み 、 各 背 面 仕 上 げ 刃 が 、 複 数 の 歯 の そ  
れ ぞ れ の １ つ の 歯 の 背 面 フ ラ ン ク と チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、
　 複 数 の 歯 の う ち の 最 も 前 方 の 歯 が 、 第 １ の 単 一 の 切 れ 刃 を 備 え 、 第 １ の 単 一 の 切 れ 刃 が  
、 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト の 山 頂 切 れ 刃 の う ち の １ つ で あ る 、
　 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 発 明 に 関 す る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 １ セ ッ ト の 切 れ 刃 お よ び ２ セ  
ッ ト の 仕 上 げ 刃 を 含 む 、 少 な く と も １ つ の ラ ン ド を 備 え る 。 切 れ 刃 の セ ッ ト は 、 動 作 中 に  
ワ ー ク ピ ー ス 内 の 材 料 を 半 径 方 向 内 側 に 切 削 す る 山 頂 切 れ 刃 を 含 む 。 こ れ に よ り 、 ね じ 溝  
、 例 え ば 螺 旋 ね じ 溝 が ワ ー ク ピ ー ス 内 に 形 成 さ れ 、 螺 旋 ね じ 溝 の タ ー ン 間 に 残 さ れ た 材 料  
が 雌 ね じ を 形 成 す る 。 ね じ 溝 は 、 切 削 さ れ て い る ね じ 山 の そ れ ぞ れ の １ つ の 連 続 す る タ ー  
ン の １ つ の ね じ 山 フ ラ ン ク に よ っ て 各 軸 方 向 側 で 区 切 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 複 数 の 歯 の う ち の 最 も 前 方 の 歯 は 、 山 頂 切 れ 刃 の う ち の １ つ で あ る 単 一 の 切 れ 刃 を 備 え  
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ２ セ ッ ト の 仕 上 げ 刃 は 、 １ セ ッ ト の 前 面 仕 上 げ 刃 お よ び １ セ ッ ト の 背 面 仕 上 げ 刃 を 含 む  
。 動 作 中 、 各 前 面 仕 上 げ 刃 は 、 切 削 さ れ て い る ね じ 山 の 軸 方 向 後 方 に 面 す る ね じ 山 フ ラ ン  
ク 上 で 動 作 し 、 各 背 面 仕 上 げ 刃 は 、 切 削 さ れ て い る ね じ 山 の 軸 方 向 前 方 に 面 す る ね じ 山 フ  
ラ ン ク 上 で 動 作 す る 。 最 も 前 方 の 歯 は １ つ の 山 頂 切 れ 刃 を 備 え る が 、 前 面 お よ び 背 面 仕 上  
げ 刃 の 両 方 を 欠 い て い る た め 、 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 の 各 々 は 、 最 も 前 方 の 歯 上 の 少 な  
く と も 山 頂 切 れ 刃 の 軸 方 向 後 方 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 動 作 中 、 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ  
刃 は 、 少 な く と も １ つ の 山 頂 切 れ 刃 の 回 転 方 向 後 方 に 続 く 。 こ れ に よ り 、 前 面 お よ び 背 面  
仕 上 げ 刃 は 、 少 な く と も １ つ の 山 頂 切 れ 刃 に よ っ て ね じ 山 フ ラ ン ク 上 に 残 さ れ た 任 意 の 粗  
い 表 面 を 滑 ら か に す る 。 そ の 結 果 、 ワ ー ク ピ ー ス 内 に 製 造 さ れ る 雌 ね じ の ね じ 山 フ ラ ン ク  
の 表 面 仕 上 げ が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 ワ ー ク ピ ー ス 内 の 内 側 面 か ら 材 料 を 除 去 す る こ と に  
よ っ て 金 属 ワ ー ク ピ ー ス 内 に 雌 ね じ を 切 削 す る の に 適 し て お り 、 例 え ば 雌 ね じ 切 り タ ッ プ  
を 構 成 す る 。 さ ら に 、 本 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 ワ ー ク ピ ー ス 内 に 予 め 穿 孔 さ れ た 穴 内 で 動  
作 さ せ ら れ る の に 適 し て お り 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 予 め 穿 孔 さ れ た 穴 の 内 径 よ り も 大 き  
い 外 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 前 端 と 、 後 端 と 、 前 端 か ら 後 端 ま で 延 在 す る 中 心 長 手 方 向 軸 線 と  
、 を 有 す る 細 長 い 本 体 を 備 え る 。 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 を 中 心 と し て 回  
転 方 向 に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 使 用 中 、 回 転 軸 線 は 、 好 ま し く は 、 ワ ー ク ピ ー ス 内  
に 予 め 穿 孔 さ れ た 穴 の 中 心 軸 線 で あ る 。 動 作 さ せ ら れ た と き 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 好 ま  
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し く は 、 同 じ 中 心 長 手 方 向 軸 線 を 中 心 と し て 回 転 さ せ ら れ 、 同 じ 中 心 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ  
て 前 方 に 前 進 さ せ ら れ る 。 好 ま し く は 、 ワ ー ク ピ ー ス は 、 Ｉ Ｓ Ｏ   Ｐ 材 料 な ど の 金 属 で あ  
る 。 ワ ー ク ピ ー ス は 、 例 え ば 、 ワ ー ク ピ ー ス の ね じ 穴 に ね じ 込 ま れ る 、 例 え ば ね じ と し て  
の 雄 ね じ を 有 す る 締 結 具 に よ っ て 別 の 構 成 要 素 に 取 り 付 け ら れ る 構 成 要 素 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 前 端 に 切 削 セ ク シ ョ ン を 有 す る 。 好 ま し く は 、 切 削 セ ク シ ョ ン は  
、 細 長 体 の 軸 方 向 長 さ 部 分 で あ る 。 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 取 付 け 接  
触 面 を 提 供 す る た め の 後 端 の 結 合 セ ク シ ョ ン な ど の さ ら な る セ ク シ ョ ン を 備 え る 。 任 意 選  
択 的 に 、 取 付 け 接 触 面 は 、 回 転 可 能 な 機 械 ス ピ ン ド ル ま た は 回 転 可 能 な 機 械 ス ピ ン ド ル 用  
の ア ダ プ タ に 結 合 さ れ る よ う に 設 計 さ れ る 。 好 ま し く は 、 結 合 セ ク シ ョ ン は 、 本 体 と 一 体  
の シ ャ フ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 切 削 セ ク シ ョ ン は 、 軸 方 向 に 延 在 す る チ ッ プ フ ル ー ト と 、 軸 方 向 に 延 在 す る ラ ン ド と 、  
を 備 え る 。 ラ ン ド は 、 チ ッ プ フ ル ー ト に 回 転 方 向 に 後 続 す る 。 ラ ン ド お よ び チ ッ プ フ ル ー  
ト の 両 方 は 、 回 転 方 向 先 行 縁 お よ び 回 転 方 向 後 続 縁 を 有 し 、 好 ま し く は チ ッ プ フ ル ー ト の  
後 続 縁 は ラ ン ド の 先 行 縁 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 チ ッ プ フ ル ー ト は 、 本 体 の 切 削 セ ク シ ョ ン の 周 囲 の 半 径 方 向 に 面 す る 表  
面 に お い て 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 と 平 行 に 配 置 さ れ る か 、 回 転 中 心 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し て 配  
置 さ れ る か 、 ま た は 曲 線 、 例 え ば 螺 旋 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 。 軸 方 向 に 真 っ 直 ぐ な チ ッ プ フ  
ル ー ト と も 呼 ば れ る 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 と 平 行 な チ ッ プ フ ル ー ト は 、 チ ッ プ を よ り 小 さ な  
断 片 に 粉 砕 す る の に 有 利 で あ る 。 傾 斜 し た ま た は 螺 旋 チ ッ プ フ ル ー ト は 、 チ ッ プ を 工 具 に  
沿 っ て 後 方 に 搬 送 す る の に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 切 削 セ ク シ ョ ン は 、 複 数 の 歯 を さ ら に 備 え る 。 複 数 の 歯 の 各 歯 は 、 チ ッ プ フ ル ー ト か ら  
ラ ン ド に わ た っ て 延 在 す る 。 し た が っ て 、 好 ま し く は 、 各 歯 は 、 チ ッ プ フ ル ー ト に 回 転 方  
向 に 後 続 し 、 チ ッ プ フ ル ー ト の 後 続 縁 ／ ラ ン ド の 先 行 縁 に 、 任 意 選 択 的 に ラ ン ド の 後 続 端  
ま で ず っ と 回 転 方 向 後 方 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ね じ 切 り 工 具 は 、 チ ッ プ フ ル ー ト の う ち の 少 な く と も ２ つ 、 お よ  
び ラ ン ド の う ち の 少 な く と も ２ つ 、 例 え ば ２ つ 、 ３ つ 、 ４ つ 、 ま た は ５ つ を 備 え る 。 少 な  
く と も ２ つ の ラ ン ド の 各 々 は 、 回 転 方 向 に 先 行 す る チ ッ プ フ ル ー ト お よ び 回 転 方 向 に 後 続  
す る チ ッ プ フ ル ー ト に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 複 数 の 歯 の 各 々 は 、 先 行 す る  
チ ッ プ フ ル ー ト の 後 続 縁 か ら 後 続 す る チ ッ プ フ ル ー ト の 先 行 縁 ま で 延 在 す る 。 好 ま し く は  
、 す べ て の 少 な く と も ２ つ の ラ ン ド の 複 数 の 歯 は 、 回 転 方 向 に 整 列 し て 、 チ ッ プ フ ル ー ト  
に よ っ て 中 断 さ れ た 螺 旋 を 形 成 す る 。 あ る い は 、 複 数 の 歯 は 、 チ ッ プ フ ル ー ト に よ っ て 各  
々 中 断 さ れ た ２ つ ま た は ３ つ の 平 行 な 螺 旋 な ど の 少 数 の 平 行 な 螺 旋 を 形 成 す る 。 各 タ ー ン  
内 に い く つ か の 歯 が 存 在 す る こ と に よ っ て 、 各 切 れ 刃 は よ り 小 さ な 切 込 み 深 さ で 切 削 し 得  
る 。 別 の 利 点 は 、 切 削 負 荷 が ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 周 り に よ り 均 一 に 分 散 さ れ 、 そ の 結 果 、  
工 具 の バ ラ ン ス が よ り 良 好 に な る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 複 数 の 歯 は 、 軸 方 向 に お い て 、 ラ ン ド に わ た っ て 歯 と 平 行 に 延 在 す る 溝 、  
言 い 換 え れ ば 谷 に よ っ て 分 離 さ れ る 。 各 歯 は 、 山 頂 と 、 軸 方 向 前 方 に 面 す る 前 面 フ ラ ン ク  
お よ び 軸 方 向 後 方 に 面 す る 背 面 フ ラ ン ク の う ち の 少 な く と も 一 方 と 、 を 備 え る 。 任 意 選 択  
的 に 、 す べ て の 歯 は 、 前 面 フ ラ ン ク お よ び 背 面 フ ラ ン ク の 両 方 を 有 す る 。 あ る い は 、 最 も  
前 方 の 歯 は 、 前 端 に 延 び 出 る 山 頂 を 有 し 、 そ れ に よ り 前 面 フ ラ ン ク を 欠 い て お り 、 か つ ／  
ま た は 最 後 方 の 歯 は 、 後 端 に 延 び 出 る 山 頂 を 有 し 、 そ れ に よ り 背 面 フ ラ ン ク を 欠 い て い る  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 各 歯 は 少 な く と も １ つ の 切 れ 刃 を 含 む 。 複 数 の 歯 の う ち の 少 な く と も １ つ の 歯  
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は 、 山 頂 切 れ 刃 の 形 態 の 切 れ 刃 を 有 す る 。 各 山 頂 切 れ 刃 は 、 そ れ ぞ れ の 歯 の 山 頂 と チ ッ プ  
フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 歯 の う ち の 少 な く と も １ つ の 歯 は 、  
前 面 仕 上 げ 刃 の 形 態 の 切 れ 刃 を 有 す る 。 各 前 面 仕 上 げ 刃 は 、 そ れ ぞ れ の 歯 の 前 面 フ ラ ン ク  
と チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 複 数 の 歯 の う ち の 少 な く と も １ つ  
の 歯 は 、 背 面 仕 上 げ 刃 の 形 態 の 切 れ 刃 を 有 す る 。 各 背 面 仕 上 げ 刃 は 、 そ れ ぞ れ の 歯 の 背 面  
フ ラ ン ク と チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 切 れ 刃 は 、 動 作 中 に ね じ 切 り 穿 孔 工 具 が 回 転 さ せ ら れ 軸 方 向 に 前 進 さ せ ら れ た と き に  
、 ワ ー ク ピ ー ス に 接 触 し ワ ー ク ピ ー ス か ら 材 料 を 除 去 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 任 意 選  
択 的 に 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 フ ラ ン ク ま た は 山 頂 と チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に よ っ て  
形 成 さ れ た 、 切 れ 刃 を 構 成 し な い 他 の 縁 を 備 え る 。 そ の よ う な 縁 は 、 例 え ば 、 回 転 方 向 の  
前 方 に あ る 切 れ 刃 に 対 し て 後 ろ に 設 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 切 れ 刃 か ら 回 転 中 心 軸 線 ま で の 半 径 方 向 距 離 は 、 １ つ の 歯 か ら 次 の 歯 ま で  
軸 方 向 後 方 に 増 加 す る 。 少 な く と も ２ つ の ラ ン ド を 有 し 、 す べ て の ラ ン ド の 複 数 の 歯 が 回  
転 方 向 に 整 列 し て 螺 旋 を 形 成 す る 実 施 形 態 で は 、 好 ま し く は 、 切 れ 刃 か ら 回 転 中 心 軸 線 ま  
で の 半 径 方 向 距 離 は 、 複 数 の 歯 に よ っ て 形 成 さ れ た 螺 旋 に 沿 っ て 軸 方 向 後 方 に １ つ の 歯 か  
ら 次 の 歯 ま で 増 加 し 、 次 の 歯 は 、 回 転 方 向 後 方 に 続 く ラ ン ド 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 は 、 半 径 方 向 切 込 み 深 さ に 合 わ せ て 構 成 さ れ て  
い る 。 実 施 形 態 に よ れ ば 、 各 山 頂 切 れ 刃 の 半 径 方 向 内 側 延 在 部 は 、 最 大 で も 半 径 方 向 切 込  
み 深 さ で あ る 。 切 込 み 深 さ は 、 切 削 さ れ る チ ッ プ の 厚 さ に 対 応 す る 。 し た が っ て 、 山 頂 切  
れ 刃 は 、 好 ま し く は 、 角 領 域 ／ 縁 領 域 、 お よ び フ ラ ン ク に 沿 っ た 内 側 へ の 半 径 方 向 切 込 み  
深 さ に 対 応 す る 小 さ な 距 離 に わ た っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 各 山 頂 切 れ 刃 は 、 山 頂 切 れ 刃 か ら 回 転 中 心 軸 線 ま で の 半 径 方 向 距 離 が 各  
山 頂 切 れ 刃 に 沿 っ て 軸 方 向 後 方 に 増 加 す る よ う に 傾 斜 し て い る 。 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 切  
削 セ ク シ ョ ン は 、 前 端 に 面 取 り 部 を 備 え 、 面 取 り 部 は 、 複 数 の 歯 の テ ー パ 歯 を 備 え る 。 好  
ま し く は 、 面 取 り 部 の 各 歯 は 、 面 取 り 部 の す べ て の 他 の 歯 と 同 じ 主 要 プ ロ フ ァ イ ル 、 言 い  
換 え れ ば 同 じ 主 要 長 手 方 向 断 面 に 基 づ い て 設 計 さ れ る 。 主 要 プ ロ フ ァ イ ル の 半 径 方 向 外 側  
部 分 が 切 り 取 ら れ て 、 面 取 り 部 の 各 歯 の 特 定 の 個 体 プ ロ フ ァ イ ル が 作 成 さ れ る 。 こ れ に よ  
り 、 前 方 に 面 し て 傾 斜 し た 山 頂 が 実 現 さ れ る 。 こ の よ う な 傾 斜 し た 山 頂 と チ ッ プ フ ル ー ト  
と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ た 山 頂 切 れ 刃 は 、 傾 斜 し た 山 頂 切 れ 刃 を 形 成 し 得 る 。 傾 斜 し  
た 山 頂 切 れ 刃 は 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 が ワ ー ク ピ ー ス に 入 る と き の 切 削 負 荷 を 有 利 に 低 減 す  
る 。 別 の 利 点 は 、 切 削 力 が 切 れ 刃 に わ た っ て よ り 均 一 に 分 散 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 好 ま し く は 、 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト は 、 最 大 で ５ つ 、 好 ま し く は 最 大 で ３ つ の 山 頂 切 れ 刃  
を 備 え る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 短 い 穴 、 特 に 止 ま り 穴 内 に ね じ 山 を 切 削 す る の に 有 利 で あ る  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 切 削 セ ク シ ョ ン は 、 複 数 の 歯 の う ち の ２ ～ ５  
つ の 歯 を 備 え 、 各 歯 は 最 大 ５ つ の 山 頂 切 れ 刃 の う ち の １ つ を 有 す る 。 好 ま し く は 、 最 大 ５  
つ の 山 頂 切 れ 刃 の 各 々 は 、 面 取 り 部 内 に 構 成 さ れ 、 最 大 ５ つ の 山 頂 切 れ 刃 の 各 々 は 、 上 述  
の よ う に 傾 斜 し た 山 頂 切 れ 刃 で あ る 。 好 ま し く は 、 最 大 ５ つ の 山 頂 切 れ 刃 の 各 々 の 傾 斜 し  
た 山 頂 切 れ 刃 は 、 同 じ 傾 斜 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 面 取 り 部 の 各 山 頂 切 れ 刃 は 、 中 心 長 手  
方 向 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し た 共 通 軸 線 に 沿 っ て 延 在 す る 。 こ れ に よ り 、 各 山 頂 切 れ 刃 は 、 等  
し い 厚 さ で チ ッ プ を 切 削 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 切 削 力 が 山 頂 切 れ 刃 の 間  
で 均 等 に 分 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト は 、 山 頂 切 れ  
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刃 の セ ッ ト の 軸 方 向 後 方 に 位 置 す る 。 こ れ に よ り 、 仕 上 げ 刃 は 、 す べ て の 山 頂 切 れ 刃 の 後  
に 続 く 。 こ れ に よ る 利 点 は 、 背 面 仕 上 げ 刃 お よ び 前 面 仕 上 げ 刃 に よ っ て そ れ ぞ れ 平 滑 化 さ  
れ た 、 切 削 さ れ る べ き ね じ 山 の ね じ 山 前 面 フ ラ ン ク お よ び ね じ 背 面 フ ラ ン ク が 、 半 径 方 向  
に 切 削 す る 山 頂 切 れ 刃 の 後 続 の 通 過 に よ る 悪 影 響 を 受 け な い こ と で あ る 。 代 わ り に 、 背 面  
フ ラ ン ク お よ び 前 面 フ ラ ン ク の 最 終 仕 上 げ は 、 仕 上 げ 刃 に よ っ て 提 供 さ れ る 。 一 実 施 形 態  
に よ れ ば 、 最 前 方 の 背 面 仕 上 げ 刃 は 、 最 後 方 の 山 頂 切 れ 刃 と 同 じ 歯 上 に 位 置 す る 。 あ る い  
は 、 各 山 頂 切 れ 刃 は 単 一 の 切 れ 刃 で あ る 。 あ る い は 、 仕 上 げ 刃 の う ち の 最 前 方 の 仕 上 げ 刃  
は 、 面 取 り 部 の 歯 の セ ッ ト の す ぐ 軸 方 向 後 方 に 続 く 歯 上 に 位 置 す る 前 面 仕 上 げ 刃 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト は 、 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 を 含 み 、 背 面 仕 上 げ 刃 の  
セ ッ ト は 、 単 一 の 背 面 仕 上 げ 刃 を 含 む 。 チ ッ プ フ ル ー ト の う ち の 少 な く と も ２ つ お よ び ラ  
ン ド の う ち の 少 な く と も ２ つ を 含 む 実 施 形 態 で は 、 任 意 選 択 的 に 、 ラ ン ド の う ち の １ つ の  
複 数 の 歯 の み が 、 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 を 有 す る １ つ の 歯 と 、 単 一 の 背 面 仕 上 げ 刃 を 有 す る  
１ つ の 歯 と 、 を 有 し 、 他 の ラ ン ド の す べ て の 歯 は 、 前 面 仕 上 げ 刃 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 を 欠  
い て い る 。 チ ッ プ フ ル ー ト の う ち の 少 な く と も ２ つ お よ び ラ ン ド の う ち の 少 な く と も ２ つ  
を 備 え る 他 の 実 施 形 態 で は 、 任 意 選 択 的 に 、 す べ て の ラ ン ド 内 の 複 数 の 歯 は 、 単 一 の 前 面  
仕 上 げ 刃 を 有 す る １ つ の 歯 と 、 単 一 の 背 面 仕 上 げ 刃 を 有 す る １ つ の 歯 と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 に 、 セ ッ ト の う ち の い ず れ か の 単 一 の 切 れ 刃 を 有 す る す べ て の 歯 は 、 他 の セ ッ ト の  
う ち の い ず れ か の 切 れ 刃 を 欠 い て い る 。 例 え ば 、 単 一 の 前 面 切 れ 刃 を 有 す る 歯 は 、 背 面 お  
よ び 前 面 仕 上 げ 刃 の 両 方 を 欠 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 好 ま し く は 、 各 前 面 仕 上 げ 刃 お よ び 各 背 面 仕 上 げ 刃 は 、 最 大 半 径 方 向 切 込 み 深 さ の １ ５  
～ ７ ０ ％ 、 好 ま し く は １ ５ ～ ５ ０ ％ 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ～ ３ ５ ％ の 最 大 仕 上 げ 切 込 み 深  
さ に 合 わ せ て 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 仕 上 げ 刃 が 十 分 に 深 く 切 削 し て 、 そ れ ら の 前  
方 の 山 頂 切 れ 刃 に よ っ て 切 削 さ れ た 表 面 を 滑 ら か に す る 一 方 で 、 過 度 の 追 加 ト ル ク を 導 入  
し な い こ と が 保 証 さ れ る 。 仕 上 げ 刃 は 、 小 さ な 薄 い チ ッ プ を 切 削 し 、 研 削 面 と 同 様 の 表 面  
仕 上 げ を 生 成 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 複 数 の 歯 の 各 ２ つ の 軸 方 向 に 連 続 す る 歯 間 で 軸 方 向 に 、 谷 底 面 が  
、 各 ２ つ の 軸 方 向 に 連 続 す る 歯 の う ち の 軸 方 向 前 方 の 歯 の 背 面 フ ラ ン ク を 、 各 ２ つ の 軸 方  
向 に 連 続 す る 歯 の う ち の 軸 方 向 後 方 の 歯 の 前 面 フ ラ ン ク に 接 続 す る 。 第 １ の 谷 底 面 に よ っ  
て 接 続 さ れ た 背 面 フ ラ ン ク お よ び 前 面 フ ラ ン ク の う ち の 少 な く と も 一 方 は 、 背 面 仕 上 げ 刃  
の セ ッ ト の う ち の １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 ま た は 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 前 面 仕  
上 げ 刃 を 備 え る 。 し た が っ て 、 第 １ の 谷 底 面 は 、 チ ッ プ フ ル ー ト と の 交 差 部 に お い て 、 １  
つ の 背 面 仕 上 げ 刃 も し く は １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 ま た は そ の 両 方 に よ っ て 画 定 さ れ て い る 。  
第 ２ の 谷 底 面 に 関 し て 、 背 面 フ ラ ン ク は 、 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 背 面 仕 上  
げ 刃 を 欠 い て お り 、 前 面 フ ラ ン ク は 、 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃  
を 欠 い て い る 。 し た が っ て 、 第 ２ の 谷 底 面 は 、 仕 上 げ 刃 な し の フ ラ ン ク 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 各 第 １ の 谷 底 面 の 谷 底 半 径 方 向 距 離 は 、 各 第 ２ の 谷 底 面 の 谷 底 半  
径 方 向 距 離 よ り も 大 き い 。 こ の 実 施 形 態 は 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 製 造 に 有 利 な 設 計 を 提 供  
す る 。 前 面 仕 上 げ 刃 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 は 、 ２ つ の 連 続 す る 歯 間 の 溝 の 谷 底 面 の 両 側 上 に  
位 置 す る た め 、 両 方 の 仕 上 げ 刃 を 同 じ 砥 石 車 に よ っ て 研 削 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第  
１ の 谷 底 面 お よ び 仕 上 げ 刃 を 有 す る 溝 は 、 第 ２ の 谷 底 面 を 有 す る 溝 よ り も 軸 方 向 に わ ず か  
に 狭 く 、 言 い 換 え れ ば 、 幅 方 向 に よ り 小 さ い 。 そ れ に よ り 、 動 作 中 、 仕 上 げ 刃 を 有 す る フ  
ラ ン ク の み が 切 削 し 、 一 方 、 他 の フ ラ ン ク は 、 山 頂 切 れ 刃 の 後 方 ま た は フ ラ ン ク 仕 上 げ 刃  
の 後 方 の い ず れ か で 動 い て 一 掃 す る 。 し た が っ て 、 第 １ の 谷 底 面 を 有 す る 溝 お よ び 第 ２ の  
谷 底 面 を 有 す る 溝 の 両 方 を 、 同 じ 砥 石 車 で 有 利 に 製 造 す る こ と が で き る 。 第 １ の 谷 底 面 を  
研 削 す る と き 、 砥 石 車 は 、 第 ２ の 谷 底 面 を 研 削 す る と き よ り も 短 い 半 径 方 向 距 離 だ け ラ ン  
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ド 内 に 前 進 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 各 山 頂 切 れ 刃 に 隣 接 し て 、 チ ッ プ フ ル ー ト は 、 山 頂 す く い 面 を 備 え 、 少 な  
く と も 各 山 頂 す く い 面 は 、 １ ２ ° 未 満 、 好 ま し く は ６ ° 未 満 、 よ り 好 ま し く は ２ ～ ４ ° の  
山 頂 す く い 角 を 有 す る 。 山 頂 す く い 角 は 正 で あ る が 、 い く つ か の 実 施 形 態 で は 負 で あ っ て  
も よ い 。 一 般 に 、 小 さ な す く い 角 を 有 す る 切 れ 刃 は 、 正 の す く い 角 が 大 き い 切 れ 刃 よ り も  
高 い 切 込 み 深 さ お よ び 速 度 で 切 削 が 可 能 な 強 力 な 切 れ 刃 を 構 成 す る 。 切 込 み 深 さ お よ び 速  
度 が 大 き い こ と は 、 生 産 性 に 関 し て 有 利 で あ る 。 小 さ な す く い 角 を 有 す る 切 れ 刃 の 別 の 利  
点 は 、 す く い 角 が 大 き い 切 れ 刃 で 切 削 さ れ た チ ッ プ よ り も 切 削 さ れ た チ ッ プ が 短 い こ と で  
あ る 。 短 い チ ッ プ は 、 チ ッ プ フ ル ー ト を 通 し て 排 出 す る の が よ り 容 易 で あ る た め 、 止 ま り  
穴 内 に 雌 ね じ を 切 削 す る 場 合 に 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 小 さ な す く い 角 を 有 す る 切 れ 刃  
は 、 す く い 角 が 大 き い 切 れ 刃 よ り も 粗 い 表 面 を 残 す 傾 向 が あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 発  
明 に 関 す る 仕 上 げ 刃 は 、 山 頂 切 れ 刃 に 小 さ な す く い 角 を 有 す る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 に 特 に 有  
利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 チ ッ プ フ ル ー ト の 一 部 、 ラ ン ド の 一 部 、 お よ び 複 数 の 歯 の 少 な く  
と も ２ つ の 歯 の 一 部 が 、 交 換 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト 上 に 位 置 す る 。 少 な く と も ２ つ の 歯 の  
一 部 は 、 セ ッ ト さ れ た 山 頂 切 れ 刃 の う ち の 少 な く と も １ つ の 山 頂 切 れ 刃 と 、 背 面 仕 上 げ 刃  
の セ ッ ト の う ち の 少 な く と も １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 と 、 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト の う ち の 少 な  
く と も １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 と 、 を 備 え る 。 好 ま し く は 、 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト の 各 山 頂 切 れ  
刃 は 、 複 製 可 能 な 切 削 イ ン サ ー ト の 歯 上 に 位 置 す る 。 こ れ に よ り 、 切 れ 刃 お よ び 仕 上 げ 刃  
を 交 換 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 刃 が 摩 耗 し た と き に ね じ 切 り 穿 孔 工 具 全 体 を 廃 棄  
す る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 任 意 選 択 的 に 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 に は 、 内 部 冷 却 剤 、 例 え ば 、 歯 の 出 口 ま で 延 在 す る 半  
径 方 向 分 岐 部 を 有 す る か ま た は 有 さ な い 軸 方 向 に 延 在 す る 中 央 冷 却 剤 チ ャ ネ ル な ど が 設 け  
ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 例 示 的 な 実 施 形 態 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 第 １ の 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 概 略 的 な 長 手 方 向 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 第 １ の 実 施 形 態 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 動 作 中 の あ る 位 置 に あ る 図 ２ に 対 応 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 動 作 中 の 別 の 位 置 に あ る 図 ２ に 対 応 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 動 作 中 の さ ら に 別 の 位 置 に あ る 図 ２ に 対 応 す る 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の す べ て の ラ ン ド の 切 れ 刃 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 ト レ ッ ド 切 削 穿 孔 工 具 の 代 替 的 な 実 施 形 態 の 図 ２ に 対 応 す る 長 手 方 向 側 面 図 で  
あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 ト レ ッ ド 切 削 穿 孔 工 具 の 代 替 的 な 実 施 形 態 の 図 ２ に 対 応 す る 長 手 方 向 側 面 図 で  
あ る 。
【 図 ６ ｃ 】 ト レ ッ ド 切 削 穿 孔 工 具 の 代 替 的 な 実 施 形 態 の 図 ２ に 対 応 す る 長 手 方 向 側 面 図 で  
あ る 。
【 図 ７ 】 ホ ル ダ に 取 り 付 け ら れ た 切 削 イ ン サ ー ト で あ っ て 、 ホ ル ダ お よ び 切 削 イ ン サ ー ト  
が 一 緒 に ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 別 の 実 施 形 態 を 形 成 す る 、 切 削 イ ン サ ー ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す べ て の 図 は 概 略 図 で あ り 、 必 ず し も 縮 尺 通 り で は な く 、 一 般 に 、 そ れ ぞ れ の 実 施 形 態  
を 明 ら か に す る た め に 必 要 な 部 分 の み を 示 し て お り 、 一 方 、 他 の 部 分 は 省 略 さ れ て い る か  
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ま た は 単 に 示 唆 さ れ て い る 場 合 が あ る 。 別 途 指 示 が な い 限 り 、 同 様 の 参 照 符 号 は 、 異 な る  
図 中 の 同 様 の 部 分 を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 第 １ の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 説  
明 す る 。 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 実 施 形 態 は 、 雌 ね じ 切 り タ ッ プ の 形 態 で あ る 。 タ ッ プ は 、 前  
端 １ と 、 後 端 ２ と 、 前 端 １ か ら 後 端 ２ ま で 延 在 す る 中 心 長 手 方 向 軸 線 ３ と 、 を 有 す る 細 長  
い 本 体 を 備 え る 。 タ ッ プ は 、 軸 線 ３ を 中 心 と し て 回 転 方 向 ７ に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 後 端 ２ に お い て 、 タ ッ プ は 、 一 体 型 シ ャ フ ト ２ ７ の 形 態 の 結 合 セ ク シ ョ ン を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 切 削 セ ク シ ョ ン ４ は 、 前 端 １ か ら 軸 方 向 後 方 に 延 在 す る 。 切 削 セ ク シ ョ ン ４ は 、 ３ つ の  
軸 方 向 に 延 在 す る チ ッ プ フ ル ー ト ５ お よ び ３ つ の 軸 方 向 に 延 在 す る ラ ン ド ６ を 傷 つ け る 。  
各 チ ッ プ フ ル ー ト ５ は 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ３ に 対 し て 平 行 に 延 在 す る 。 各 ラ ン ド ６ は 、 チ  
ッ プ フ ル ー ト ５ の そ れ ぞ れ に 関 連 付 け ら れ て 接 続 さ れ て い る 。 回 転 方 向 ７ に お い て 、 各 ラ  
ン ド ６ は 、 関 連 付 け ら れ た チ ッ プ フ ル ー ト ５ の 後 に 後 続 し て い る 。 複 数 の 軸 方 向 に 離 間 し  
た 歯 ８ が 、 関 連 付 け ら れ た チ ッ プ フ ル ー ト ５ か ら ラ ン ド の 各 々 に わ た っ て 延 在 す る 。 ラ ン  
ド ６ の 歯 ８ は 、 回 転 方 向 ７ に 整 列 し て 、 フ ル ー ト ５ に よ っ て 中 断 さ れ た 螺 旋 を 形 成 す る 。  
さ ら に 、 切 削 セ ク シ ョ ン ４ は 、 複 数 の 切 れ 刃 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ を 備 え る 。 切 れ 刃 １ ４ 、 １  
５ 、 １ ６ か ら 中 心 長 手 方 向 軸 線 ３ ま で の 半 径 方 向 距 離 は 、 複 数 の 歯 ８ に よ っ て 形 成 さ れ た  
螺 旋 に 沿 っ て 軸 方 向 後 方 に 向 か う に つ れ て １ つ の 歯 ８ か ら 次 の 歯 に か け て 増 加 し 、 こ こ で  
、 次 の 歯 ８ は 、 回 転 方 向 後 方 に 続 く ラ ン ド ６ 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す べ て の ラ ン ド ６ お よ び チ ッ プ フ ル ー ト ５ は 対 応 す る 特 徴 を 有 す る た め 、 以 下 で は 、 ラ  
ン ド ６ の う ち の １ つ 、 そ の 上 に 位 置 す る 歯 、 お よ び そ れ に 関 連 付 け ら れ た チ ッ プ フ ル ー ト  
５ の み を 、 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 最 も 前 方 の 歯 ９ を 除 く 歯 ８ の 各 々 は 、 軸 方 向 前 方 に 面 す る 前 面  
フ ラ ン ク １ ０ と 、 軸 方 向 後 方 に 面 す る 背 面 フ ラ ン ク １ １ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 半 径 方 向 外 側 に 面 す る 山 頂 １ ２ は 、 歯 ８ の 前 面 フ ラ ン ク １ ０ と 背 面 フ ラ ン ク １ １ と を 接  
続 す る 。 最 も 前 方 の 歯 ９ は 、 前 面 フ ラ ン ク １ ０ を 欠 い て い る 。 代 わ り に 、 そ の 山 頂 １ ２ は  
、 前 面 １ の 前 端 面 １ ３ 内 に 延 び 出 る 。 前 端 面 １ ３ は 、 軸 線 ３ に 対 し て 垂 直 で あ る 軸 方 向 平  
面 を 形 成 し 、 前 方 に 面 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 の タ ッ プ は 、 前 端 面 １ ３ 内 に 切 れ 刃 が 配 置 さ れ て い な い 。 他 の  
実 施 形 態 で は 、 前 端 面 は 、 半 径 方 向 に 延 在 す る 穿 孔 切 れ 刃 を 有 す る 穿 孔 先 端 を 構 成 し て も  
よ く 、 ま た は ガ イ ド ピ ン も し く は 他 の 好 適 な 前 面 が 設 け ら れ て も よ い 。 そ れ に よ り 、 第 １  
の 機 能 を 有 す る 前 端 と 、 雌 ね じ を 提 供 す る た め の 発 明 に 関 す る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 一 実 施  
形 態 を 含 む 後 部 と 、 を 備 え る 組 合 せ 工 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 複 数 の 歯 ８ は 、 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の セ ッ ト を 備 え る 。 各 山 頂 切 れ 刃 １ ４ は 、 山 頂 １ ２ と チ  
ッ プ フ ル ー ト ５ と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 複 数 の 歯 ８ は 、 前 面 仕 上 げ  
刃 １ ５ の セ ッ ト お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ の セ ッ ト を 備 え る 。 各 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ は 、 前 面  
フ ラ ン ク １ ０ と チ ッ プ フ ル ー ト ５ と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 各 背 面 仕 上 げ 刃 １  
６ は 、 背 面 フ ラ ン ク １ １ と チ ッ プ フ ル ー ト ５ と の 交 差 部 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 軸 方 向 に お い て 、 各 山 頂 切 れ 刃 １ ４ は 、 山 頂 に わ た っ て 延 在 す る 。 さ ら に 、 各 山 頂 切 れ  
刃 １ ４ は 、 山 頂 の 各 側 面 に 短 い 距 離 だ け 延 在 す る 。 し た が っ て 、 山 頂 切 れ 刃 １ ４ は 、 山 頂  
の ２ つ の 角 ／ 縁 に わ た っ て 延 在 し 、 さ ら に フ ラ ン ク に 沿 っ て 軸 線 ３ に 向 か っ て 半 径 方 向 内  



10

20

30

40

50

JP 2024-524517 A 2024.7.5(11)

側 に 短 い 距 離 だ け 延 在 す る 。 半 径 方 向 内 側 へ の 短 い 距 離 は 、 タ ッ プ の 半 径 方 向 の 切 込 み 深  
さ に 対 応 す る 。 例 え ば 、 Ｍ １ ２ の 雌 ね じ の 切 削 に 適 し た サ イ ズ の タ ッ プ は 、 ０ ， １ ｍ ｍ の  
切 込 み 深 さ を 有 し 、 Ｍ ２ ４ の 雌 ね じ の 切 削 に 適 し た タ ッ プ は 、 ０ ， １ ５ ｍ ｍ の 切 込 み 深 さ  
を 有 す る 。 し か し な が ら 、 Ｍ １ ２ の 雌 ね じ の 切 削 に 適 し た サ イ ズ の タ ッ プ は 、 最 大 ０ ， ５  
ｍ ｍ の 切 込 み 深 さ を 有 し 得 、 Ｍ ２ ４ の 雌 ね じ の 切 削 に 適 し た タ ッ プ は 、 最 大 ０ ， ８ ６ ｍ ｍ  
の 切 込 み 深 さ を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ は 、 い ず れ も 、 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 切 込 み 深 さ の ３ ３  
％ の 深 さ で 切 削 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 最 も 前 方 の 歯 ９ は 、 単 一 の 切 れ 刃 、 ま た は 言 い 換 え れ ば 、 セ ッ ト の う ち の １ つ の み か ら  
の 、 た だ １ つ の 切 れ 刃 を 備 え る 。 具 体 的 に は 、 最 も 前 方 の 歯 ９ の 単 一 の 切 れ 刃 は 、 第 １ の  
山 頂 切 れ 刃 １ ４ で あ る 。 ま た 、 ２ 番 目 に 前 方 の 歯 １ ７ は 、 第 ２ の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 形 態 の  
単 一 の 切 れ 刃 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 切 削 セ ク シ ョ ン は 、 面 取 り 部 １ ８ を 備 え 、 こ こ で は 、 最 も 前 方 の 歯 ９ を 含 む 歯 ８ の う ち  
の ３ つ が テ ー パ 状 に な っ て い る 。 テ ー パ 歯 ８ の 山 頂 １ ２ は 前 方 に 向 か っ て 傾 斜 し て お り 、  
そ れ に よ っ て 、 チ ッ プ フ ル ー ト ５ と の 交 差 部 に 傾 斜 し た 山 頂 切 れ 刃 １ ４ が 形 成 さ れ て い る  
。 回 転 中 心 軸 線 ３ か ら 傾 斜 し た 山 頂 切 削 部 １ ４ の 前 端 ま で の 半 径 方 向 距 離 ２ ０ は 、 回 転 中  
心 軸 線 ３ か ら 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 後 端 ま で の 半 径 方 向 距 離 ２ １ よ り も 小 さ い 。 ３ つ の 傾 斜 し  
た 山 頂 切 れ 刃 １ ４ は 、 図 ４ の 側 面 図 に 見 ら れ る よ う に 、 同 じ 傾 斜 を 有 し 、 共 通 の 傾 斜 軸 線  
１ ９ に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ つ の 軸 方 向 に 連 続 す る 歯 ８ は 、 ラ ン ド ６ に わ た っ て 歯 ８ 間 に 平 行 に 延 在 す る 溝 ／ 谷 に  
よ っ て 分 離 さ れ て い る 。 溝 に お い て 、 谷 底 面 は 、 ２ つ の 連 続 す る 歯 ８ の フ ラ ン ク １ ０ 、 １  
１ を 接 続 す る 。 具 体 的 に は 、 谷 底 面 は 、 各 ２ つ の 軸 方 向 に 連 続 す る 歯 の 軸 方 向 前 方 の 歯 の  
背 面 フ ラ ン ク １ １ と 軸 方 向 後 方 の 歯 の 前 面 フ ラ ン ク １ ０ と を 接 続 す る 。 第 １ の 谷 底 面 ２ ２  
は 、 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ を 備 え る 背 面 フ ラ ン ク １ １ と 、 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ を 備 え る 前 面 フ ラ  
ン ク １ ０ と を 接 続 す る 。 第 ２ の 谷 底 面 ２ ３ は 、 い ず れ も 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ を 有 さ な い 前  
面 お よ び 背 面 フ ラ ン ク １ ０ 、 １ １ を 接 続 す る 。 中 心 長 手 方 向 軸 線 ３ か ら 第 １ の 谷 底 面 ２ ２  
の 底 部 ま で の 谷 底 半 径 方 向 距 離 ２ ４ は 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ３ か ら 第 ２ の 谷 底 面 ２ ３ の 底 部  
ま で の 谷 底 半 径 方 向 距 離 ２ ５ よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ は 、 最 も 後 方 の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ と 同 じ 歯 上 に 位 置 す る 。 前 面 仕 上 げ 刃  
１ ５ は 、 軸 方 向 後 方 の 次 に 続 く 歯 ８ 上 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ お よ び  
前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ は 、 第 ２ の 谷 底 面 ２ ２ の そ れ ぞ れ 一 方 の 側 面 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト は 、 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ か ら な り 、 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ の セ ッ  
ト は 、 単 一 の 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ か ら な り 、 こ れ ら は 両 方 と も 、 す べ て の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の  
軸 方 向 後 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 山 頂 切 れ 刃 の セ ッ ト は 、 ３ つ の 傾 斜 し た 山 頂 切 れ 刃 １ ４ か ら な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 各 山 頂 切 れ 刃 １ ４ は 、 チ ッ プ フ ル ー ト ５ の 表 面 の 半 径 方 向 外 側 領 域 に よ っ て 形 成 さ れ た  
山 頂 す く い 面 ２ ６ を 有 す る 。 図 ３ の 横 断 面 に 見 ら れ る よ う に 、 山 頂 す く い 面 ２ ６ は 、 山 頂  
切 れ 刃 １ ４ お よ び 中 心 長 手 方 向 軸 線 ３ に 対 し て 接 線 方 向 の 直 線 が ３ ° で あ る 山 頂 す く い 角  
α を 形 成 す る 。 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 ３ つ の 山 頂 切 れ 刃 す べ て の 山 頂 す く い 角 α は 同 じ  
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 切 れ 刃 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ を 保 持 す る 歯 ８ の 軸 方 向 後 方 に は 、 切 れ 刃 の な い 歯 ８ が 存 在 す  
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る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 記 載 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 す べ て の 歯 ８ は 、 簡 単 な 製 造 の た め に 同 じ プ ロ フ ァ イ ル に 基  
づ い て い る 。 砥 石 車 を 使 用 し て タ ッ プ を 製 造 す る と き 、 溝 ／ 谷 は 、 歯 ８ の 所 望 の ピ ッ チ を  
有 す る 螺 旋 隆 起 部 が 形 成 さ れ る よ う に 円 筒 状 ブ ラ ン ク に 研 削 さ れ る 。 面 取 り 部 １ ８ を 製 造  
す る と き 、 隆 起 部 の 半 径 方 向 外 側 部 分 は 、 傾 斜 し た 山 頂 １ ２ を 形 成 す る た め に 研 削 さ れ 除  
去 さ れ る 。 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ の た め の フ ラ ン ク を 作 成 す る た め に 、 砥 石 車 は 円 筒 状 ブ ラ  
ン ク 内 の 半 径 方 向 に あ ま り 深 く 押 し 込 ま れ ず 、 そ の 結 果 、 よ り 大 き な 谷 底 半 径 方 向 距 離 ２  
４ を 有 す る 第 １ の 谷 底 面 ２ ２ が 形 成 さ れ る 。 谷 は 、 同 じ 形 状 を 有 す る が 、 面 取 り 部 に お け  
る ２ つ の 傾 斜 し た 山 頂 １ ２ 間 の 谷 よ り も 幅 が 狭 い 。 し た が っ て 、 す べ て の 谷 ／ 溝 は 、 同 じ  
砥 石 車 を 使 用 し て 形 成 さ れ る 。 最 後 に 、 チ ッ プ フ ル ー ト が 研 削 さ れ 、 こ こ で は 、 山 頂 切 れ  
刃 １ ４ 、 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ 、 な ら び に 山 頂 す く い 面 ２ ６ を 含 む す く い 面  
が 形 成 さ れ る 。 後 方 お よ び 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ の 切 込 み 深 さ は 、 第 ２ の 谷 底 面 ２ ２ の  
谷 底 半 径 方 向 距 離 の 増 加 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ５ に 、 ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 切 れ 刃 を 表 す 図 を 示 す 。 第 ２ の 実 施 形 態  
は 、 た だ １ つ の ラ ン ド ６ が 、 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ か ら な る 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ の セ ッ ト  
と 、 単 一 の 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ か ら な る 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ と 、 を 備 え 、 こ れ ら は 両 方 と も ラ  
ン ド ６ の す べ て の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 軸 方 向 後 方 に 位 置 す る と い う 点 で の み 、 第 １ の 実 施 形  
態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ ａ ～ 図 ４ ｃ お よ び 図 ５ の 図 を 参 照 し て 、 タ ッ プ の 形 態 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る ね じ  
切 り 穿 孔 工 具 を 動 作 さ せ る 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 例 で は 、 タ ッ プ は 、 別 の 工  
具 に よ っ て 金 属 ワ ー ク ピ ー ス ２ ８ 内 に 予 め 穿 孔 さ れ た 穴 内 に 雌 ね じ を 形 成 す る よ う に 動 作  
さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 タ ッ プ は 、 中 心 長 手 方 向 が 穴 の 中 心 長 手 方 向 軸 線 と 位 置 合 わ せ さ れ た 状 態 で 、 穴 の 開 口  
部 に 挿 入 さ れ る 。 タ ッ プ は 、 切 削 の た め の 回 転 方 向 で あ る 回 転 方 向 ７ に 回 転 さ せ ら れ る と  
同 時 に 、 タ ッ プ は 軸 方 向 前 方 に 前 進 さ せ ら れ る 。 各 ラ ン ド ６ の 最 前 方 の 歯 ９ の 各 々 が 、 最  
初 に 穴 の 内 側 面 と 係 合 す る 。 工 具 が 回 転 さ せ ら れ 、 軸 方 向 に 前 進 さ せ ら れ る と 、 最 前 方 の  
歯 ９ の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ が 、 穴 の 内 側 面 に 浅 い 螺 旋 ね じ 溝 の 第 １ の タ ー ン を 切 削 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 タ ッ プ が さ ら に 前 進 さ せ ら れ る と 、 ラ ン ド ６ の ２ 番 目 に 前 方 の 歯 １ ７ が 穴 に 入 り 、 最 も  
前 方 の 歯 ９ に よ っ て 切 削 さ れ た 浅 い ね じ 溝 内 に 入 る 。 同 時 に 、 最 も 前 方 の 歯 ９ は 、 ね じ 溝  
の 第 ２ の タ ー ン の 切 削 を 続 け る 。 ２ 番 目 に 前 方 の 歯 １ ７ は 、 後 に 続 き 、 浅 い ね じ 溝 の 底 部  
か ら さ ら な る 材 料 を 切 削 し 、 こ こ で は 、 ね じ 溝 は よ り 深 く な る 。 こ の プ ロ セ ス は 、 面 取 り  
部 １ ８ の す べ て の 歯 ８ に つ い て 繰 り 返 さ れ 、 螺 旋 溝 の さ ら な る タ ー ン が 切 削 さ れ る 。 面 取  
り 部 １ ８ の 歯 ８ は 、 そ れ ら の 山 頂 切 れ 刃 に よ っ て 、 そ れ ら の 指 定 さ れ た 最 大 半 径 方 向 切 込  
み 深 さ で タ ッ プ の 半 径 方 向 に 切 削 す る 。 こ れ に よ り 、 山 頂 切 れ 刃 １ ４ は 、 そ れ ら が 穴 内 で  
切 削 す る 螺 旋 溝 の 底 部 よ り も フ ラ ン ク に お い て よ り 粗 い 表 面 を 残 す 。 し か し な が ら 、 小 さ  
な 山 頂 す く い 角 α の た め に 、 短 い チ ッ プ が 切 削 さ れ る 。 さ ら に 、 真 っ 直 ぐ な チ ッ プ フ ル ー  
ト ５ は 、 タ ッ プ が 回 転 す る と き に チ ッ プ が チ ッ プ フ ル ー ト の 内 側 壁 に 押 し 付 け ら れ る た め  
、 チ ッ プ を 破 壊 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ ｃ で は 、 タ ッ プ は 軸 方 向 前 方 に よ り さ ら に 前 進 さ せ ら れ て い る 。 見 て 分 か る よ う に  
、 図 ４ ｃ で は 、 タ ッ プ は 、 面 取 り 部 １ ８ の 最 も 後 方 の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ が 穴 内 の 螺 旋 溝 の 第  
２ の タ ー ン 内 に あ る 穴 内 の 位 置 に 到 達 し て い る 。 同 じ 歯 ８ 上 に 位 置 す る 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６  
も ま た 、 ね じ 溝 の 第 ２ の タ ー ン 内 に あ る 。 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ は 、 第 １ の タ ー ン の ね じ 溝 内  
に あ る 。 タ ッ プ が 回 転 さ せ ら れ 、 前 進 さ せ ら れ る と 、 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６  
は 、 軸 方 向 に 、 切 削 さ れ た ね じ 溝 内 で す べ て の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 後 に 続 き 、 切 削 さ れ た ね  
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じ 溝 の フ ラ ン ク の 粗 い 表 面 を 滑 ら か に す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ を 有 す る 歯 の 軸 方 向 後 方 に 続 く 歯 ８ は 、 切 れ 刃 を 欠 い て い る 。  
こ れ ら の 歯 は 、 ね じ 溝 内 で 切 削 歯 ８ の 後 に 続 き 、 動 作 中 に タ ッ プ を 誘 導 し 中 心 に 置 く 安 定  
歯 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 止 ま り 穴 の 場 合 、 最 終 的 に 、 タ ッ プ の 前 端 １ は 穴 の 底 部 に 到 達 す る 。 そ の 後 、 雌 ね じ が  
完 成 し 、 ３ つ の 底 部 タ ー ン を 除 く そ の フ ラ ン ク が 滑 ら か に さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 貫 通 穴 の 場 合 、 最 終 的 に 、 タ ッ プ は 、 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ が 、 タ ッ プ が 挿 入 さ れ た 穴 の 開  
口 部 と は 反 対 側 の 穴 か ら 出 る ま で 、 穴 を 通 っ て 前 進 さ せ ら れ る 。 そ の 後 、 雌 ね じ が 完 成 し  
、 そ の す べ て の フ ラ ン ク が 滑 ら か に さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 最 後 に 、 タ ッ プ は 逆 方 向 に 回 転 さ せ ら れ 、 ワ ー ク ピ ー ス か ら 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 に よ る ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 代 替 の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 、 図 ６ ａ ～ 図 ６ ｃ を 参 照 し  
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ６ ａ お よ び 図 ６ ｂ に 示 す 実 施 形 態 は 、 単 一 の 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ お よ び 単 一 の 背 面 仕 上  
げ 刃 １ ６ の 位 置 の み が 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ６ ａ の 実 施 形 態 で は 、 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ は 、 面 取 り 部 １ ８ の 軸 方 向  
後 方 の 溝 ／ 谷 の す ぐ 軸 方 向 後 方 に 続 く 溝 ／ 谷 の そ れ ぞ れ 一 方 の 側 面 上 に 位 置 す る 。 面 取 り  
部 １ ８ の す べ て の 歯 ８ は 、 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 形 態 の そ れ ぞ れ の 単 一 の 切 れ 刃 を 有 す る 。 前  
面 仕 上 げ 刃 １ ５ は 、 軸 方 向 後 方 の 次 に 続 く 歯 ８ 上 に 位 置 し 、 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ は 、 軸 方 向  
の そ の 次 に 続 く 歯 ８ 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 図 ６ ｂ の 実 施 形 態 で は 、 面 取 り 部 １ ８ の す べ て の 歯 ８ は 、 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 形 態  
の そ れ ぞ れ の 単 一 の 切 れ 刃 を 有 す る 。 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ は 、 軸 方 向 後 方  
の 次 に 続 く 歯 ８ の そ れ ぞ れ の 側 面 上 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ６ ｃ は 、 す べ て の 谷 底 面 が 同 じ 半 径 方 向 谷 底 距 離 ２ ９ を 有 す る 一 実 施 形 態 を 示 し て い  
る 。 さ ら に 、 前 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 の セ ッ ト は 両 方 と も 、 ２ つ の 仕 上  
げ 刃 １ ５ 、 １ ６ を 含 む 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 対 の 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １  
６ は 、 面 取 り 部 １ ８ 内 の 最 も 後 方 の 溝 ／ 谷 の そ れ ぞ れ 一 方 の 側 面 上 に 位 置 す る 。 第 ２ の 対  
の 前 面 お よ び 背 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 １ ６ は 、 そ の す ぐ 軸 方 向 後 方 に 続 く 溝 ／ 谷 の そ れ ぞ れ 一  
方 の 側 面 上 に 位 置 す る 。 最 も 前 方 の 歯 ９ は 、 １ つ の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ の 形 態 の 単 一 の 切 れ 刃  
を 備 え る 。 次 の ２ 番 目 の 前 方 の 歯 １ ７ は 、 １ つ の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ お よ び １ つ の 背 面 仕 上 げ  
刃 １ ６ の 形 態 の ２ つ の 切 れ 刃 を 備 え る 。 面 取 り 部 の 最 も 後 方 の 歯 ８ は 、 １ つ の 山 頂 切 れ 刃  
、 １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ 、 お よ び １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 １ ６ の 形 態 の ３ つ の 切 れ 刃 を 備 え  
る 。 面 取 り 部 の 軸 方 向 後 方 の 第 １ の 歯 は 、 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ の 形 態 の 単 一 の 切 れ 刃 を 備 え  
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ７ で は 、 チ ッ プ フ ル ー ト ５ の 一 部 、 ラ ン ド ６ の 一 部 、 お よ び ５ つ の 歯 ８ の 一 部 を 備 え  
る 、 切 削 イ ン サ ー ト ３ ０ 。 歯 の 部 分 は 、 ３ つ の 山 頂 切 れ 刃 １ ４ と 、 １ つ の 背 面 仕 上 げ 刃 １  
６ と 、 １ つ の 前 面 仕 上 げ 刃 １ ５ と 、 を 備 え る 。 切 削 イ ン サ ー ト ３ ０ は ホ ル ダ ３ １ に 取 り 付  
け ら れ て お り 、 切 削 イ ン サ ー ト ３ ０ お よ び ホ ル ダ ３ １ は と も に ね じ 切 り 穿 孔 工 具 の 一 実 施  
形 態 を 形 成 す る 。



10

20

30

40

50

JP 2024-524517 A 2024.7.5(14)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ ａ 】
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【 図 ４ ｂ 】 【 図 ４ ｃ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ ａ 】
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【 図 ６ ｂ 】 【 図 ６ ｃ 】

【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
１５）のセットを含み、各前面仕上げ刃（１５）は、複数の歯のそれぞれの１つの歯（８）の前面フランク（１ 
０）とチップフルート（５）との交差部によって形成されている。複数の歯の切れ刃は、背面仕上げ刃（１６） 
のセットを含み、各背面仕上げ刃（１６）は、複数の歯のそれぞれの１つの歯（８）の背面フランク（１１）と 
チップフルート（５）との交差部によって形成されている。複数の歯のうちの最も前方の歯（９）は、第１の単 
一の切れ刃を備え、第１の単一の切れ刃は、山頂切れ刃のセットの山頂切れ刃（１４）のうちの１つである。
【選択図】図２
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